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暑
か
つ
だ
璽
も
終
り
¥
爽
や
か
な
秋
風
と
と
も

に
¥
今
年
も
甑
老
の
祝
の
自
を
迎
え
ま
し
疋
。

当
田
に
は
¥
今
年
mw歳
に
な
ら
れ
た
需
清
水
の

小
野
瀬
よ
て
さ
ん
を
筆
頭
に
¥
月
歳
以
上
の
翻
高

齢
の
方
々
、
ガ
て
九
三
八
人
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
で
は
¥
こ
れ
ら
皆
様
方
の
長
寿
を
祝
福
し
¥

恒
明
の
顎
老
会
と
間
長
の
高
齢
者
訪
問
を
行
な
い

ま
し
芝
。

高
齢
者
訪
問
は
¥
敏
老
の
巴
に
先
立
っ
て
去
る

9
月
什
臼
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
ガ
¥
今
年
は
田
内

の
長
寿
者
の
う
ち
¥
明
神
町

6
区
の
土
地
は
つ

(
八
八
)
さ
ん
外
ア
名
の
お
宅
を
竹
内
題
長
ガ
訪
問
し
¥

記
念
日
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
慰
問
し
ま
し
疋
。

話
聞
の
先
々
で
は
、
御
高
齢
の
皆
さ
ん
方
の
達

者
ぶ
り
に
¥
町
長
も
驚
き
感
山
し
て
い
ま
し
だ
。

特
に
、
寺
蓋

2
区
の
渡
辺
み
つ
(
九
四
)
さ
ん
は
¥

テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
ガ
大
好
で
¥
つ
く
ら
れ

だ
ド
ラ
マ
な
ど
よ
り
¥
高
校
野
球
・
プ
ロ
野
球
・

大
梧
撲
等
の
ス
ポ
ー
ツ
は
¥
常
に
莫
剰
勝
重
で
男

て
い
て
大
変
楽
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
だ
。

引
き
続
い
て

9
月
刊
日
に
開
催
さ
れ
だ
顎
老
会

で
は
¥
お
招
き
し
だ
苅
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
ガ
¥
会
場
の
文
化
セ
ン
タ
大
ホ
ん
に
定
刻

蔀
か
ら
続
々
と
お
元
気
な
姿
を
み
せ
¥
さ
し
も
の

巴
い
大
木
i
ん
を
う
め
つ
く
し
¥
満
開
の
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

演
芸
の
蔀
に
行
な
わ
れ
だ
式
典
で
は
¥
当
時
の

米
寿
達
成
者
泊
名
を
代
表
し
¥
小
沼
健
蘭
さ
ん
に
¥

竹
内
田
長
力
ら
巴
達

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
¥
-
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
¥
お
祝
い
の
撲
制
限
ガ
あ
り
ま
し
疋
。

お
楽
し
み
の
演
芸
会
で
は
¥
ブ
ロ
の
芸
能
人
は

い
っ
さ
い
呼
ば
ず
に
¥
第
?
部
は
大
洗
回
連
合
婦

人
会
の
皆
さ
ん
万
に
よ
る
芸
能
¥
第

2
部
で
顎
老

芸
能
発
表
会
、
ガ
催
さ
れ
¥
皆
さ
ん
終
始
な
ご
や
か

に
楽
し
い
一
日
を
遣
さ
れ
¥
充
分
に
満
足
さ
れ
た

様
子
で
し
た
。

6.高柳もと制)角
7.加藤なつ制)髭釜

8.渡辺みつ似)寺釜

9.援本うめ(的明神町

10.小沼かつ側明神町

ひとくちめも
( 9月15B現在)

0今年の設さ当者数

*総数 1，938パ(男:755".女:1，18r) 
磯浜 1， 313 (男:518 ・女 795 ) 

大貫 399 (男:156 ・女 243 ) 

夏 海 226 (男 81 ・女 145 ) 

キ70fe......l，447人 .80代・… .456人 .90代・ ....35人

o高齢者ベストテン
1.小野瀬よて側南清水

2.清水くま(制髭釜

3.小野瀬はな側角

4.鈴木ふよ側髭

5.菅谷かつ防) j中

釜

宿

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

貼

制

遂

元

大

洗

町

大
洗
町
在
住
の
八
八
歳
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
伐
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
」
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)
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島

エ
リ
ー

t"' 

去
る
9
丹
市
以
臼
月
曜
日
、
大
洗
港
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
停
泊
中
の
か
ば
る

な
U

(

一
六
、
七
ニ
ニ
J
、
東
日
本
フ
ェ

リ
ー
株
式
会
社
)
で
、
那
珂
湊
海
上
保

ら

4

で

安
部
大
洗
入
出
港
安
全
対
策
協
議
会
、
主

催
に
よ
る
大
規
模
な
海
難
救
助
訓
練
が

笑
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
カ

i
フ
ェ
リ
ー
の
海
難
事
故

を
想
定
し
て
、
消
火
・
人
命
救
助
・
流

出
泊
訪
除
等
の
各
訓
練
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
救
難
・
防
災
体
制
を
確
認
し
、

海
難
妨
止
を
図
る
た
め
、
那
珂
湊
海
上

保
安
部
・
大
洗
町
消
防
本
部
・
大
洗
前

消
防
団
な
ど
日
の
関
係
諸
団
体
か
ら
約

四
百
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
す
。訓
練
は
か
は
る
な
u

が
大
洗
港
入
浴

時
に
風
浪
に
よ
り
庄
流
、
山
岸
患
に
激
突

し
、
そ
の
衝
撃
に
よ
り
機
関
寒
か
ら
火

災
発
生
を
想
定
し
、
午
前
山
時
刊
分
、

通
報
を
受
け
た
町
消
防
団
全
分
間
の
潟

防
車
が
現
場
に
到
着
し
訓
練
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
情
報
伝
達
訓
練
・
船
舶
火

あおお

北
関
東
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
大
洗
港
な
ど
、
県
内

の
港
を
P
R
す
る
「
茨
城
ポ

l
ト
フ
ェ

ア
」
(
茨
城
県
・
茨
城
ポ
!
ト
フ
ェ
ア
m

ぐ
ん
ま
実
行
委
員
会
主
催
)
が
、
去
る

9
月
7
日
に
前
橋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
は
、
茨
城
県
内
の
港
、

g
立
・

大
洗
・
鹿
島
の
二
一
港
と
こ
れ
か
ら
で
き

る
常
陸
那
珂
港
を
広
く
認
識
し
て
も
ら

い
、
船
舶
や
貨
容
の
誘
致
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
群
馬
県
の
商
工
・
農
林
関

係
団
体
、
企
業
、
貿
易
関
係
者
に
P
R

す
る
た
め
の
も
の
で
、
群
馬
県
の
清
水

知
事
を
は
じ
め
、
政
界
、
経
済
界
の
代

表
三
百
名
を
招
待
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。
当
日
、
茨
城
県
側
で
は
竹
内
知
事
を

は
じ
め
、
港
湾
所
在
市
町
村
長
、
港
湾

関
係
団
体
及
び
企
業
関
係
代
表
者
等
が

出
席
し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
も
、
竹
内
宏
町
長
を
は
じ

昭和62年10月1B 

め、

2
人
の
ミ
ス
ポ
ー
ト
、
大
洗
港
振

興
協
会
な
ど
港
湾
関
係
者
が
多
数
参
加

し
、
積
援
的
な
ポ

l
ト
セ
ー
ル
ス
活
動

を
展
開
し
、
今
後
の
物
流
確
保
に
大
き

な
期
待
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
招
待
者
に
は
、
大
洗
名
産
の

イ
ワ
シ
が
手
渡
さ
れ
、
大
洗
港
の
P
R

に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

災
消
火
訓
練
・
旅
客
避
難
誘
導
(
退
船
)

訓
練
・
人
命
救
助
訓
練
・
流
出
泊
防
除

訓
練
を
行
な
い
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
人
命

救
助
訓
練
で
は
、
緊
急
に
医
師
に
よ
る

手
当
て
の
必
要
が
あ
る
負
傷
者
を
海
上

保
安
部
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
吊
り

上
げ
、
救
出
し
ま
し
た
が
総
て
の
訓
練

が
緊
張
感
の
中
に
手
ぎ
わ
良
く
行
な
わ

れ
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

* 

のi韓

善意の奉仕で

イ

業

* 
ふ
7
卒
の
夏
も
多
数
の
来
遊
客
が
巾
沼
町

門
町
降
水
浴
に
観
光
に
大
い
に
大

品
川
氏
や
治
不
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
陰
に
あ
っ
て
、
海
岸
や
道
路

の
清
掃
、
花
壇
・
街
路
樹
の
植
樹
徐
草

等
美
し
い
環
境
づ
く
り
に
い
そ
し
ん
で

こ
ら
れ
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
に

よ
る
御
奉
仕
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
本
年
よ
り
住
み
よ
い
き
れ
い
な

街
づ
く
り
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、

5
月
7
自
に
行
な
わ
れ
た
高
齢
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
空
き
缶
回
収
作
業
で
は
、
五
百

人
も
の
多
く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

た
す
き
、
の
ぼ
り
を
立
て
な
が
ら
ご
奉

仕
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
各
小
・
中
・
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
冬
種
間
体
の
御
協

力
を
回
収
戴
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奉
仕
間
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
磯
浜
小
学
校

O
祝
町
小
学
校

O
大
賞
小
学
校

O
夏
海
小
学
校

O
第
一
中
学
校

O
南
中
学
校

O
大
洗
高
等
学
校

O
大
洗
町
婦
人
会

連
合
会

O
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

O
ラ
イ
オ
ネ

ス
ク
ラ
ブ

O
交
通
安
全
協
会

O
交

通
安
全
母
の
会

O
大
洗
町
遺
族
会

O

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

O
大
洗
町
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
会

人
憩
の
家
に

ル
ス
ト
ロ
を
設
置

町
民
の
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
憩
の
家
は
、
昭
和
品
年
に
建
設

さ
れ
、
老
人
の
健
康
培
進
や
交
流
な
ど

に
、
今
日
ま
で
多
く
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
健
康
機
呉
と
し
て
は
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
イ
ス
が
2
台
置
か
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
老
朽
化
し
て
1
台
が
放

滋
し
て
し
ま
い
利
用
者
の
中
か
ら
新
し

い
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
老
人
等
の
健
康
増

進
に
役
立
て
よ
う
と
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン

(
イ
ス
に
す
わ
っ
て
少
な
い
電
気
を
体

に
流
し
血
行
を
由
民
く
す
る
機
器
)
、
と

マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
憩
の
家
の
一
部
の
部
{
出
品
を

改
築
し
、
次
の
機
器
類
を
導
入
し
充
実

を
図
り
ま
す
。
老
人
だ
け
で
な
く
一
般

町
民
の
方
々
も
健
康
増
進
の
た
め
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

堀
"，..句、

公

長
年
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
大
賞

勘
十
堀
は
、
去
る
7
月
2
臼
笈
式
に
埋

立
て
が
免
許
と
な
り
、

9
月
3
日
竹
内

宏
町
長
は
じ
め
関
係
者
を
あ
つ
め
起
工

式
の
神
事
が
行
な
わ
れ
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
埋
立
工
事
は
一
二
億
三
千
万
円
を

投
じ
て
年
度
内
に
は
約
一
万
平
方
米
の

埋
立
て
を
完
了
し
、
臼
年
度
・
都
市
計

調
街
路
大
洗
港
杉
ノ
下
線
(
巾
員
お
米
)

。
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン

1
台

(
イ
ス

6
ムロ

6
人
一
諸
に
利
用
可
能
)

0

7
ッ
サ

i
ジ
機

@
モ
ミ
モ
ミ
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ス2

ム口

@
モ
ミ
モ
ミ
マ
ッ
サ
ー
ジ
ベ
ソ
ド

ー
ム
口

、、..o'

及
び
船
波
大
洗
線
(
巾
口
貝
日
米
・
現
在

の
駅
前
道
路
の
延
長
)
の
一
部
を
建
設

し
て
、
大
洗
駅
伝
』
大
賞
海
岸
を
結
ぶ
交

通
体
系
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
大
洗
港
杉
ノ
下
線
は
、
海
岸
よ
り

旧
堀
川
橋
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
県
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
勘
十
堀
部
分
共
々
「
昭
和
臼

年
刊
月
に
は
一
部
開
通
L

を
自
標
に
卒

業
の
推
進
が
計
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

的

仰

の

富

也

事

海
水
浴
事
業
と
大
洗
一
長
ま
つ
り

反

省

会

を

開

催

天
候
の
不
順
に
災
さ
れ
、
今
一
つ
盛

り
上
り
を
欠
い
た
感
の
今
年
の
夏
も
終

り
、
去
る
9
月
口
日
に
海
水
浴
事
業
の

反
省
会
が
聞
か
れ
、
終
了
後
、
引
き
続

い
て
町
大
洗
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

反
省
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

午
後
2
時
か
ら
開
か
れ
た
海
水
浴
事

業
反
省
会
で
は
開
会
に
先
立
ち
、
海
水

浴
場
監
視
員
の
後
藤
貞
雄
(
六
口
)
さ
ん
が

勤
続
5
年
で
町
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
海
水
浴
事
業
結
果
、
交

通
・
防
犯
・
水
難
事
故
、
海
水
浴
客
の

輸
送
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
特
に
、
海
水
浴
客
の
入

込
数
に
つ
い
て
は
総
数
が
て
七
六
八
、

O
三
四
人
で
、
前
年
比
八
七
%
と
公
表

'J 

一
、
金
百
万
円
也

新
町
町
内
会

会

長

小

沼

昇
殿

大
洗
町
新
町
地
区
集
会
所
連
設

資
金
の
一
部
と
し
て
。

一
、
消
火
栓

一
基
(
一
一
五
万
円
相
山
富
)

大
洗
町
成
問
町
一
八
番
地

参
仁
銘
矢
作
白
一
明
殿

大
洗
町
防
災
施
設
と
し
て
町
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
バ
ケ
ツ

お
閲
E
イ

東

宏

会

会
長

鴨
川
一
成
殿

墓
地
清
掃
及
び
墓
参
用
と
し
て

町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

がりかき多月省あ反 咋でき?
注行になく問点と省ま年 lまれ f i 
問事期い、にと窓会た問 、!
きふ問、会わし見で、様埼夏 1
れよ与をこ体たて交は午の玉期 j
てっしれ的り 、換事後 )1煩・県 i
、てぽをに、夏に業 3位栃別 1
まはり 3散イま入報時と木率!
しど、日浸べつり告かなに輔 i
たう集とめンりま、らりつみ i
ot自主管よ自主量妥 f主義;
のに週否種がが報また東 fzi 
主主ま間定類 I 、告つ。京 22i

見っとでも ヶ皮のり とと L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一目

一
、
複
写
機
一
台

第
2
保
脊
所
父
母
と
先
生
の
会

会

長

川

上

裕

康

殿

第
2
保
脊
所
設
備
品
と
し
て
釘

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
一
万
一
千
五
百
円

大
洗
開
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

惜
道
研
究
矧
松
井
愛
子
殿

大
洗
町
教
育
振
興
基
金
と
し
て

町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
雑
三
ご
一
一
枚

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

矧
寿
飴
高
橋
兼
士
口
殿

第
一
中
学
校
清
掃
用
と
し
て
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

巾

轡
医
穣
費
範
約
の
た
め
に

今
、
国
民
健
康
保
険
は
、
毎
年
雪

だ
る
ま
式
に
増
え
続
け
る
医
療
費
の

支
払
い
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
全
国
的
に
言
え
る
事
で
す
が
、

高
齢
化
が
進
み
病
気
が
ち
な
お
年
寄

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
と
、
医
学

的
進
歩
に
よ
る
医
療
費
の
高
額
化
な

ど
、
さ
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
し
か
し
中
に
は
H

ム
タ
。
づ

か
い
だ
な
あ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
部
分
が
、
か
な
り

B
に
つ
く
の

も
事
実
で
す
。

こ
の
ム
タ
づ
か
い
は
結
局
、
保
険

料
の
値
上
げ
と
な
り
皆
さ
ん
の
家
計

に
は
ね
か
え
る
わ
け
で
す
。
正
し
い

受
診
は
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
ム
ダ
を
な
く
し
、
税
の
負
担

を
よ
り
か
る
く
す
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

か
ム
ダ
u

づ
か
い
の
例
を
二
、
一
二
あ

げ
て
み
ま
す
と

お
ね
だ
り
型

機
病
院
等
の
窓
口
で
支

払
う
お
金
が
し
れ
て
い

る
か
ら
と
錯
覚
し
、
注

射
を
要
求
し
た
り
、
薬

を
た
く
さ
ん
も
ら
わ
な

い
と
損
だ
と
思
い
こ
ん

で
い
る
人
。

ハ
シ
ゴ
受
診
型

轡
ひ
と
つ
の
病
気
で
、

あ
っ
ち
の
病
院
こ
っ
ち

の
医
院
と
何
ヶ
所
も
渡

り
歩
き
そ
の
た
び
に
同

じ
様
な
検
査
、
薬
と
な

る
の
で
医
療
費
は
一
一
倍
、

三
倍
と
な
り
ま
す
。

無
責
任
型

鰯
健
康
は
自
分
で
管
理

す
る
事
を
忘
れ
二
日
酔

や
、
た
ん
な
る
疲
労
が

原
因
の
異
常
で
も
す
ぐ

医
者
に
か
け
こ
む
者
。

電
話
魔
型

⑬
医
者
に
か
か
っ
た
後

電
話
の
問
合
せ
ぐ
ら
い

サ
ー
ビ
ス
と
思
っ
て
い

る
入
、
と
ん
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
電
話
を
か
け

る
た
び
に
存
診
料
の
請
求
が
国
保
に
ま

わ
っ
て
き
ま
す
。

⑬
割
増
料
金
を
ご
存
じ
で
す
か
?

病
・
医
院
に
表
示
さ
れ
て
い
る
診
療

時
間
外
に
受
診
す
る
と
、

0
時
間
外
加
算
と
し
て

初
診
時
・
・
:
:
・
七

O
O円

再
診
時
・
:
:
:
五

O
O円

。
午
後
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
の
間
に

受
診
す
る
と
深
夜
加
算
と
し
て

初
診
時
・
・
:
・
・
四
、

0
0
0円

再
診
時
:
:
:
一
二
、
六

O
O円

。
日
曜
や
祝
祭
日
に
受
診
す
る
と
休

日
加
算
と
し
て

初
診
時
・
:
:
・
一
一
、

0
0
0円

再
診
時
・
:
:
・
一
、
五

O
O円

こ
の
外
に
、
も
し
往
診
を
た
の
め
ば

別
表
の
よ
、
7
に
な
り
ま
す
。

料

2 kmまで 4 kmまで 6 kmまで 8 kmまてい 10kmまで 12kmまで 14kmまで 16kmまてや

イ.普通往診 250，点 350点 450点 550，点 650点 770点 890点 1，010点

ロ.夜 間 500，点 700，点 900点 1，100点 1，300点 1，540点 1，780! 2，020点

ハ 深夜風暴洞，風時難雪路待も又 750点、 1，050点 1，650点 1，950，!f， 2，310点 2，670点 3，030点は暴 し 1，350点
〈は

一.間夜夜暴間間風暴難雨風時雪路，時又夜は 1，000点 1，400点 1，800点 2，200点 2，600点 3，080点 3，560，<2， 4，040点

ホ.夜深夜風暴難持雪路， 深
2，750点 3，250点 3，850点 5，050点暴夜 雨又は 1，250，点 1，750点 2，250，¥ 4，450，有

深風時

へ 患家待ぷロ入診療を時間えが 1 間超 30分又はその端数毎に100点夜間200点深夜300点 ( 1点=10円)
た場

診口往こ
の
よ
う
に
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
し
い
受
診

に
一
人
ひ
と
り
が
つ
と
め
町
国
保
財
政
の
健
全
化
に

ご
協
力
下
さ
い
。
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大
洗
町
で
は
、
本
年
度
外
国
青
年
招

致
事
業
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

7
1
ク
・
パ

l
リ
l
氏
(
男
性
・
三
十
二
歳
)
を
採

用
い
た
し
ま
し
た
。
マ
ー
ク
さ
ん
は

シ
ド
ニ
ー
大
学
を
卒
業
(
医
学
関
係
専

攻
)
さ
れ
本
国
で
は
医
師
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

マ
ー
ク
さ
ん
は
一
年
間
の
勤
務
予
定

で
、
毎
週
月
曜
i
金
曜
ま
で
大
洗
と
常

澄
の
一
二
つ
の
中
学
校
を
一
逓
間
交
替
で

訪
問
し
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
先
生

方
と
一
諸
に
授
業
を
い
た
し
ま
す
。

先
日
、
マ
ー
ク
さ
ん
が
町
会
議
員
の

皆
さ
ん
に
日
本
一
時
間
で
挨
拶
を
い
た
し
ま

し
た
の
で
招
介
い
た
し
ま
す
。

あ

い

さ

つ

マi
ク
・
パ

i
リ
l

大
洗
に
来
て
今
ま
で
大
変
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
お

世
話
し
て
下
さ
っ
て
い
る
教
育
委
員
会

の
方
々
に
心
よ
り
お
札
の
一
言
葉
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
の
方

々
は
、
私
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め

何
か
と
援
助
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
一
一
一
つ
の

中
学
校
で
も
英
語
の
先
生
方
を
始
め
、

先
生
方
が
み
な
私
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

よ
う
と
い
ろ
い
ろ
親
切
に
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
誰
も
皆
、
私
を
気
持
よ
く
迎

え
て
く
れ
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

日
本
の
習
慣
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

大
変
違
っ
て
い
ま
す
が
、
私
な
り
に
そ

れ
に
慣
れ
よ
う
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
で
も
間
違
い
を
し
て
し
ま
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
ど
う
ぞ

ら(3)第190号

お
許
し
下
さ
い
。

私
は
こ
の
A
E
T
(
英
語
指
導
助
手
)

の
仕
事
に
強
い
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
ん
と
か
立
派
に
そ
れ
を
成

し
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
学
校
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
学
校
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
日
本
の
先
生
方
は
ま
る
で
自

分
の
子
供
で
も
あ
る
よ
、
つ
に
生
徒
の
菌

慨
を
良
く
み
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
子
供
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

よ
り
良
く
し
つ
け
ら
れ
、
き
ち
ん
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
誰
も
が
学
校
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
協
力
の
精
神
は
と
て
も
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
学
校
は
、
文
化
面
で
も
ス
ポ

ー
ツ
エ
閣
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
充

実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
コ

カ
コ

l
ラ
や
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
に

み
ら
れ
る
よ
、
つ
な
表
面
的
な
外
国
の
文

化
の
た
め
、
若
い
人
達
が
日
本
の
文
化

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
て
い

ま
す
。
日
本
人
は
、
自
分
遠
の
文
化
を

損
な
わ
ず
に
、
よ
り
国
際
的
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
と
息
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
私
を

お
客
様
や
ガ
イ
ジ
ン
と
し
て
で
な
く
、

同
じ
仲
間
と
し
て
お
つ
き
あ
い
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
こ
れ
は
英
文
で
4

脅
か
れ
た
も
の
を

一
中
の
先
生
が
訳
し
、
ロ
ー
マ
字
で
表

し
た
の
を
彼
が
臼
本
語
で
読
ま
れ
た
も

の
で
大
変
立
派
な
挨
拶
で
し
た
。

生
徒
の
自
主
輝
ゃ
く

マ
ー
ク
さ
ん
そ
避
え
で
の
感
鶴

期
待
よ
り
不
安
の
方
が
多
か
っ
た
マ

ー
ク
さ
ん
の
受
け
入
れ
で
し
た
が
、
そ

の
心
配
は
す
べ
て
紀
憂
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
マ
ー
ク
さ
ん
の
温
和
な
人
柄
、
そ
し

て
8
本
を
愛
し
日
本
文
化
に
慣
れ
よ
、
っ

と
頑
張
っ
て
い
る
態
度
に
、
職
員
室
で

は
い
つ
も
マ
ー
ク
さ
ん
を
中
心
に
話
し

の
輸
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
英
語
・
日

本
語
、
そ
し
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
入
り
混

っ
て
お
互
い
を
わ
か
り
合
お
う
と
し
て

い
る
姿
・
:
・
・
職
員
室
は
マ
ー
ク
さ
ん
を

迎
え
た
こ
の
一
逓
問
、
毎
日
明
る
さ
が

み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
方
の
国

際
性
は
一
気
に
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

授
業
で
も
マ
ー
ク
さ
ん
の
親
切
さ
と

マークさん

的
確
な
判
断
に
よ
り
、
テ
ィ

l
ム
テ
ィ

チ
ン
グ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
こ
と
を

感
認
し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
は
目
を
輝

か
せ
、
真
剣
な
中
に
も
笑
が
あ
り
の
活

気
の
あ
る
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
授
業

を
受
け
た
三
年
生
の
声
を
い
く
つ
か
載

せ
て
お
き
ま
す
。

「
授
業
時
間
が
短
か
く
感
じ
た
。
そ
の

く
ら
い
楽
し
か
っ
た
。
」
「
授
業
に
緊
張

感
と
明
る
さ
が
あ
っ
た
。
」
「
と
て
も
熱

心
に
教
え
て
く
れ
た
。
」
「
表
現
力
豊
か

で
良
く
わ
か
っ
た
J
「
一
生
懸
命
練
習

し
た
日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
に
感
動
し
た
。
」

「
授
業
後
、
ゴ
ル
フ
の
話
を
し
た
。
一
言

葉
が
通
じ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
」
「
大
洗

町
も
い
よ
い
よ
眉
際
的
に
な
っ
て
き
た

と
患
っ
た
。
」

こ
れ
ら
の
声
を
大
切
に
し
、
マ
ー
ク

さ
ん
と
よ
り
良
い
授
業
を
作
り
上
げ
て

い
く
為
、
工
夫
を
続
け
な
け
れ
ば
と
強

く
怠
い
ま
す
。
(
一
中
教
諭

藤
田
洋
一
記

新
造
さ
れ
た
「
お
お
あ
ら
い
丸
」
の

就
航
を
機
に
、
か
ね
て
懸
案
で
あ
っ
た

「
親
子
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
、

北
海
道
と
の
フ
ェ
リ
ー
港
を
基
地
に
も

つ
大
洗
な
ら
で
は
の
企
画
で
あ
り
他
の

町
村
か
ら
大
変
、
?
り
や
ま
し
が
ら
れ
た

事
業
で
す
。

今
回
の
親
子
ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加

さ
れ
た
人
達
は
、
四
十
一
家
族
、
百
十

六
名
で
、
父
親
ニ
十
名
、
母
統
一
一
一
十
二

名
、
子
供
六
十
四
名
(
う
ち
中
学
生
二

十
名
)
と
な
っ
て
お
り
、
両
親
と
子
、

父
と
子
、
母
と
子
と
の
色
々
な
組
合
せ

で
四
泊
五
日
の
船
と
北
海
道
の
旅
を
満

喫
し
ま
し
た
。

行
程
中
は
低
気
圧
の
通
過
が
あ
っ
た

た
め
天
候
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
ず
、
ま

た
片
道
二
十
時
間
近
い
船
旅
の
た
め
多

少
の
船
幹
等
の
問
題
は
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
の
海
の
車
内
き
と
北
海
道

の
広
大
な
景
色
・
自
然
の
美
し
さ
に
は

全
く
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
海
か

勝。

大会

荷車
d
骨
E

南
中
学
校
で
は
夏
休
み
中
に
聞
か
れ

た
各
部
活
動
の
大
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
成
績
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

〉
マ
T
A
E
p
v
p

c
壁
、
立
ロ

結
城
市
で
聞
か
れ
た
北
関
東
中
学
校

ら
眺
め
た
苫
小
牧
港
の
夜
景
、
ウ
ト
ナ

イ
レ
イ
ク
湖
に
遊
泳
す
る
白
鳥
の
群
れ
、

湖
の
周
簡
の
製
紙
工
場
群
。

三
日
自
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ァ
ー
ム
で

の
北
海
道
な
ら
で
は
の
楽
し
い
体
験
、

の
ん
び
り
と
放
牧
さ
れ
て
い
る
牛
や
馬
、

道
庁
札
幌
市
で
の
自
由
観
光
と
親
子
で

の
夕
食
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
。
四
日

自
の
中
山
峠
を
通
っ
て
洞
爺
湖
の
神
秘

的
な
美
し
き
、
昭
和
新
山
の
原
始
時
代

を
思
わ
せ
る
景
色
、
最
後
に
受
刑
判
の
牧

場
で
の
ク
7

の
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
、
ユ

ー
カ
ラ
の
竪
で
の
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
(
イ

ヨ
マ
ン
テ
)
等
。
ま
た
、
船
内
で
の
町

の
社
会
科
ク
イ
ズ
、
航
海
教
室
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
!
ム
、
感
想
文
の
作
成
な
ど
親
子

で
じ
っ
く
り
考
え
た
り
喜
び
合
っ
た
り

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
思
い
出
を
さ
ら

に
深
く
心
に
刻
ま
せ
た
も
の
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
す
べ
て
の
こ
と
が
親
子
で

の
日
を
通
し
、
体
を
触
れ
合
っ
て
の
経

験
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

野
球
大
会
で
初
戦
よ
り
五
試
合
を
勝
抜

き
、
七
月
三
十
一
日
の
決
勝
戦
で
小
山

中
学
校
と
対
戦
し
、
-
対
0
で
惰
敗
し

準
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
県
民
総
合
体
育
中
学
校

野
球
大
会
(
第
三
位
)
。
県
選
抜
中
学

こ
の
旅
を
通
し
、
子
供
達
は
親
の
愛

情
の
深
さ
と
時
に
は
厳
し
さ
を
、
親
は

わ
が
子
の
個
性
や
思
い
や
り
を
発
見
し

農
か
な
心
が
育
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
し

ト小、「ノ。こ
の
旅
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
所
期
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
事
業
の
終
了
に
当
っ
て
改
め

て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
感
想
文
を

通
し
て
貴
重
な
ご
指
摘
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
こ
の
種
の
事
業
の
実
施
に
当

っ
て
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
十
分
に
考
慮

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

校
野
球
大
ム
E

。
関
東
中
学
校
野
球
大
会

(
第
三
位
)
に
出
場
し
善
戦
し
ま
し
た
。

O
臨

上

部

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
茨
城

大
会
及
び
田
町
民
総
合
体
育
大
会
中
学
生

大
会
の
四
百
米
に
出
場
し
た
関
根
悟
君

は
五
十
二
秒
一
一
一
の
タ
イ
ム
で
第
一
位
の
成

績
を
と
り
ま
し
た
。
女
子
百
米
で
は
深
作

幸
衛
ん
一
さ
ん
が
十
三
秒
O
で
第
五
位
。
女
子

走
高
銚
で
は
桑
嶋
早
苗
さ
ん
が
一
米
五

十
一
で
第
一
二
位
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

O
女
子
剣
道
部
で
は
、
七
月
二
十
五
日

県
武
道
館
に
お
い
て
大
洋
中
と
対
戦
し

善
戦
し
ま
し
た
。

O
柔
道
部
(
個
人
の
部
)
で
は
七
月
二

十
四
日
田
町
武
道
館
に
お
い
て
大
川
信
一

世
相
が
出
場
し
、
中
郷
中
選
手
と
対
戦
し

ま
し
た
が
惜
敗
し
ま
し
た
。

O
吹
奏
楽
部

八
月
二
十
三
日
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
本
戦
が
行
わ
れ
、
南
中
吹
奏
楽
部
は

銀
賞
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

②
第
二
号
被
保
険
者
:
:
:
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
年
金
の
被
保
険
者

③
第
三
号
被
保
険
者
・
・
:
:
厚
生
点
金
保

険
や
共
済
年
金
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人被
扶
護
配
偶
者
と
は
、
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
年
金
加
入
者
の
収
入
に
よ
っ

て
主
と
し
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
偶
者
で
、
健
康
保
険
な
ど
で
被
扶
養
者

し

ま

し

ょ

う

と

な

っ

て

い

る

人

を

い

い

ま

す

。

サ

ラ

わ
が
国
は
、
諸
外
国
に
も
例
を
み
リ
!
?
ン
の
奥
さ
ん
で
も
自
営
業
を
営

な
い
速
さ
で
長
寿
社
会
を
迎
え
よ
う
む
な
ど
で
相
当
の
収
入
が
あ
る
人
は
第

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

ム
叩
は
「
人
生
八
十
年
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
う
ち
、
第
一
号
と
第
一
二
号
被
保

ま
で
に
伸
び
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
険
者
の
人
は
加
入
や
種
別
の
変
更
な
ど

長
い
老
後
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
が
あ
っ
た
と
き
に
役
場
へ
の
届
け
出
が

ま

す

。

必

要

で

す

が

、

第

二

号

被

保

険

者

は

、

世
代
聞
の
助
け
合
い
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と

公
的
年
金
制
度
は
、
だ
れ
も
が
豊
自
動
的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ

か
で
有
意
義
な
老
後
を
す
ご
す
た
め
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
他
人
で
手
続
き

に
、
所
得
確
保
の
面
で
大
き
な
役
割
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
ま
た
、
第
二
号
と
第
三
号
被
保
険
者

の
高
齢
化
か
進
む
中
で
、
働
く
世
代
の
人
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年
金

が
老
齢
世
代
を
支
、
え
る
相
互
扶
助
の
の
制
度
か
ら
拠
出
金
と
し
て
ま
と
め
て

し
く
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
の
年
納
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
個
人
で
改
め
て

金
制
度
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

な

っ

て

い

ま

す

。

あ

り

ま

せ

ん

。

ま
す
、
加
入
の
手
続
き
を
※
希
望
す
れ
賦
加
入
で
き
る
人

「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ
と
・
:
次
の
人
達
に
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民

・
:
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
、
や
が
て
・
年
金
に
加
入
で
き
る
「
任
意
加
入
」
の

必
ず
お
年
寄
り
に
な
り
ま
す
。
年
金
途
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
加
入
し
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
①
日
本
盟
内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳
以

ん
。
長
く
な
っ
た
第
二
の
人
生
で
あ
上
六
十
歳
未
満
の
人
で
あ
っ
て
、
学

る
老
後
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、
生
又
は
被
用
者
年
金
制
度
の
老
齢

そ
の
時
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
(
退
職
)
年
金
が
受
け
ら
れ
る
人

ま
ず
加
入
の
届
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
②
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
六
十
歳
以

年
金
手
帳
は
、
豊
か
な
老
後
へ
の
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
(
た
だ
し
、
厚

パ

ス

ポ

ー

ト

で

す

。

生

年

金

保

険

や

共

済

年

金

の

加

入

者

※
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
は
第
二
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
)

な

ら

な

い

人

③

臼

本

国

内

に

住

所

の

な

い

ニ

十

歳

以

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
上
六
十
五
歳
未
満
の
臼
本
国
民

ば
な
ら
な
い
人
は
、
次
の
一
一
一
種
類
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、
加
入
の
し
か
た

や
保
険
料
の
納
め
か
た
が
ち
が
い
ま

す。①
第
一
号
被
保
険
者
:
:
:
農
業
や
白

営
業
者
な
ど
と
そ
の
配
偶
者
で
日

本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人

国
民
年
金
の
保
険
料
は

月
払
で
す
M
H

一

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

十
月
分
の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て

納
め
ま
し
ょ
、
7
0
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原

力
施
設
の( 

尚子ムデ山

旬
月
刊
ω
白
は
H

原
子
力
の
日
'
で
す
。

最
近
に
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
富
さ
ん
の
自
で
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
来
る
日
月
間
日
(
目
立
に
次
に

よ
り
、
原
子
力
施
設
の
見
学
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
力
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

戸
い一一一一ロ

時
叩
月
初
日
(
月
)

9
持
か
ら
お
持
ま
で

A
1
n
U
1
7
3
 

土小

4
2イ

o 
a 

O
見
学
施
設

原
研
・
大
洗
研
究
所

原
研
・
東
海
研
究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

O
参
加
費
無
料
(
向
性
一
食
は
用
意
し

ま
す
。
)

大
洗
町
役
場
・
広
報
公

聴
室
電

話

的

5
1
1
1
間

(
内
線
)
却
・
悦

O
申
込
先

O
募
集
人
員

弘首

気
が
る
に
相
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

料

品，J¥g

議文

f同句、

、

問
月
河
日

(
金
)

と

き

午
前
十
時
l
午
後
三
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
一
一
一
踏
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)

の
援
助
問
題

年

金

咋

辛

口

目

次

災

虫
冷
ι

ふ
小
g

ココロ

金正

昭和62年10fl1日

年
金
の
議
求
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
資
格
期
間
や
年
金
額
は
ど
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
質
問
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
無
料
で
親
身
に
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時〉

〈
場
所
〉

〈
棺
談
員
〉

日
月
初
日
(
火
)
午
前
日
時
i
午
後
3
持

常
陽
銀
行
大
洗
支
応

一
億
地
敬
(
一
存
地
方
由
民
年
金
監
察
官
)

日

暮
ら

大
洗
町
叫
体
育
協
会

大
洗
町
教
育
委
員
会

大
洗
町
体
育
協
会
卓
球
部

昭
和
臼
年
日
月
日
目
(
日
)

午
前
8
時
加
分
集
合
午
前
9
時
競
技
開
始

大
洗
第
一
中
学
校
体
育
館

中
学
生
の
部
(
閑
マ
女
シ
ン
グ
ル
ス
)

大
洗
町
に
居
住
も
し
く
は
、
大
洗
町
に
勤
務
又
は
、
在
学
し
て

い
る
も
の

O
参

加

料

無

料

。
申
込
期
臼
昭
和
白
年
目
月
7
8
(
水
)
j
日
月
旧
日
(
土
)

O
申
込
及
び
開
会
せ
先

申
込
書
に
必
要
事
壌
を
記
入
し
、
大
洗
町
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
む
こ
と

T
E
L

前

!
2
4
1
1
(
夜
間
)
岩
井
忍

T
E
L
m
w
!
2
3
1
7

0
ル

i

ル

1
9
8
7
年
度
目
本
卓
球
連
盟
に
準
す
。

。
そ
の
他
①
試
合
は
、
ト
i
ナ
メ
ン
ト
戦
と
す
る

②
審
判
は
敗
者
が
行
、
っ

o 0 0 0 
臼主後主

持管援催

盟百

読
す

議
勝
司
窃

O
場

所

。

種

目

。
参
加
資
格

本闘

L 

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

V
説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な
い
o

vこ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

す
処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
。
お
そ
い
o

vど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
ら
な
い
。

爾

v
不
親
切
な
扱
い
を
、
つ
け
た
。

な
ど
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
気
軽
に
地
元
の
行
政
相
談
員
か
行

政
監
察
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

。
相
談
の
申
出
は

直
接
、
口
頭
で
申
し
出
ら
れ
る
の
が
よ
い
の
で
す
が
、
手
紙
や
電
話
で
も
結

構
で
す
。
相
談
日

場

所

昭
和
白
年
目
月
日
臼
(
木
)

大
洗
町
役
場
1
階
会
議
室

担
当
大
洗
町
役
場
広
報
公
聴
室

T
E
L
U
1
5
1
1
1

内
線
却
@
山
田

午
後
1
時
j
3
時

外
広
告
物
の
規
制
に
つ
い
て

屋
外
広
告
物
を
正
し
く
理
解
し
、
表
示
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
茨
城
県
屋

外
広
告
物
条
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
「
街
の
美
観
の
維
持
」
と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の

面
か
ら
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の
必
要
な
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
則
に
は
、
許
可
地
域
・
許
可
申
請
・
禁
止
地
域
・
禁
止
物
件
な
ど
、

原
則
と
し
て
条
例
に
基
一
づ
く
一
定
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
屋
外
広
告
物
を
掲

出
す
る
場
合
は
、
掲
出
し
よ
う
と
す
る
町
の
屋
外
広
告
物
担
当
課
(
都
市
計
画

課
)
へ
、
次
の
書
類
を
提
出
し
、
町
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
屋
外
広
告
物
許
可
申
請
書

二
、
添
付
書
類

山
掲
示
場
所
及
ぴ
回
周
囲
の
状
況
が
わ
か
る
見
取
図

凶
広
告
物
の
仕
様
書
及
び
設
計
図

そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
県
又
は
、
町
の
都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。郷
土
の
め
ぐ
ま
れ
た
自
然
を
守
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
街
、
つ
く
り
の
た
め
、

ぜ
ひ
、
前
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課

T
E
L
n
i
8
1
1
1
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(
投
票
時
間
は
午
前
ア
時
か
ら
午
後
日
時
ま
で
で
す
)

大
洗
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
叩
月
日
日
に
告
示
さ
れ
、
日
月
間
日
に
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
町
政
に
お
け
る
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大

切
な
選
挙
で
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
選
挙
の
意
義
を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
そ
ろ
っ
て
投

票
に
参
加
し
、
有
権
者
と
し
て
「
清
き
一
票
」
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

会
投
票
一
の
で
き
る
方
は

年
齢
満
却
歳
以
上
(
昭
和
位
年
日
月
四
日
以
前
出
生
)
の
方
で
、
大
洗
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
(
昭
和
臼
年
7
月
ロ
日
以
前
か
ら
居

住
)
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

カ
こ
ん
な
投
票
も
で
き
ま
す

選
挙
の
投
票
は
、
投
票
日
に
選
挙
人
が
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
理
由
が
あ
っ
て
投
票
日
に
投
禁
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
の

た
め
に
次
の
投
票
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ー
、
不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
遠
く
へ
出
張
中
と
か
以
前
か
ら
申
し
込
ん
で
あ
る
観

光
旅
行
に
行
く
と
か
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
て
ど
う
し
て
も
投
票
で
き

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
今
回
、
不
夜
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
日
月
日
日
か
ら
日
月
口
日
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
の
毎
日
午
前
8
時
加
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
聞

に
役
場
内
の
住
民
ホ

l
ル
(
一
階
)
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が

入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

2
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

在
宅
に
い
る
震
度
の
身
体
障
害
者
の
方
は
、
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と

も
選
挙
管
理
委
員
会
(
役
場
・
総
務
課
内
)
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、
選
挙
権
の
行
使
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
身
体
に
章
一
度
の
障
害
の
あ
る
選
挙
人
が
わ
ざ
わ
ざ
投
票
所
へ
出
向

く
こ
と
な
く
自
宅
な
ど
で
投
票
で
き
る
砂
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
。
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
方
は
、
次
の
人

に
限
ら
れ
ま
す
。

機
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
選
挙
人
で
、

雨
下
肢
又
は
体
幹
の
樟
害
の
程
度
が
2
級
又
は
第
2
項
症
以
上
の
も
の
と
記
載

さ
れ
て
い
る
人
。
又
は
障
害
の
程
度
が
前
記
の
陪
伴
家
口
の
程
度
に
該
当
す
る
と
県

知
事
が
-
証
明
し
た
人
。

惨
身
体
鐙
害
者
手
緩
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
選
挙
人
で
、

心
臓
・
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
3
級
又
は
第
3
項
症
以
上
の
も

の
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
禁
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
に
申
請
し
て
郵
使
投
票
証
明
書
(
四
年
間
有
効
で
各
選
挙
に

適
用
)
の
交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。


